
技術・家庭－１ （第２学年） 栽培計画表により工夫し創造する能力を育成する事例
【学習活動の概要】

１ 題材名 生物育成に関する技術を活用して食料を生産しよう

２ 題材の目標
生物育成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させるとともに，生物育成に関する技術が

社会や環境に果たす役割と影響について理解を深め，それらを適切に評価し活用する能力と態度を
育てる。

３ 評価規準
【生活や技術への関心・意欲・態度】
・生物育成に関する技術に関わる倫理観を身に付け，知的財産を創造・活用しようとするとともに，

生物育成に関する技術を適切に評価し活用しようとしている。
【生活を工夫し創造する能力】
・目的や条件に応じて栽培計画を立て，観察を通してとらえた成長の変化への対応を工夫するとと

もに，生物育成に関する技術を適切に評価し活用している。
【生活の技能】
・生物の適切な管理作業ができる。
【生活や技術についての知識・理解】
・生物を取り巻く生育環境が生物に及ぼす影響や，生物の育成に適する条件及び生物の計画的な管

理方法等についての知識を身に付け，生物育成に関する技術と社会や環境との関わりについて理
解している。

４ 題材
生徒の生物育成に関する経験や学習環境等から，生物育成に関する技術の中で作物の栽培を取り

上げた。特に，管理方法と生育状況の関係が明確になりやすく，小さなスペースでも短期間のうち
に栽培が可能であり，栽培可能な時期が長いといった条件から「べんり菜」を主な題材に選定した。

実際の栽培は２回行うこととした。最初に標準的な条件による栽培を行うことで，生物の育成に
適する条件や育成環境を管理する方法等の「生物育成に関する基礎的・基本的な知識と技術」の習
得を図る。その上で，習得した知識と技術を活用して「食べやすい」「緑のきれいな」などの自ら
設定した目標を達成するために，栽培計画を立案した上で再度栽培に取り組む。

この２回目の栽培の中で，成長の変化に応じた適切な対応を行うことができるようになるととも
に，農薬の長所と短所を実感するなど，生物育成に関する技術と社会や環境との関わりについて理
解を深め，様々な生物育成に関する技術について評価し活用できる能力と態度を育みたい。

５ 主な学習活動
(1)題材の展開（全１５時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第一次 ・環境要因が生物の成長に与える影響と生物 ・生物育成に関する重要な知識や
の育成に適する条件及び育成環境を管理する 概念を思考等において利用できる
方法を知り，標準的な栽培を行う。(6) ような形にする。

第二次 ・自らの願いの達成を目指し，様々な制約条 ・目的や条件に応じた管理作業や
件を踏まえて栽培計画を立て，栽培を行う。 成長の変化に応じた対応について
(7:本時7/15) 栽培計画表を用いて考える。

第三次 ・様々な生物育成に関する技術を社会的側 ・様々な生物育成に関する技術の
面，環境的側面，経済的側面から評価し，今 長所と短所をワークシートで整理
後の社会における活用について考える。(2) し，それに基づいた話合いを通し

て，よりよい社会を築くための活
用について考える。

(2)本時の学習（７/１５時間）
①目標

自ら設定した目標を達成する「べんり菜」の栽培計画を考えることができる。
②本時の展開
○ 第１回の栽培の結果と栽培計画表の記入方法を確認する。
○ 栽培時期，場所等の制約条件を明確にし，自ら設定した目標を達成するために必要な管理作業

とその実施時期を栽培計画表に記入する。
○ グループごとに，各人の栽培計画を発表し合い，問題点等を確認する。
○ 他者からの意見等を参考に自らの栽培計画を再検討する。
③評価規準

「べんり菜」の育成に必要な条件や栽培時期等の制約条件を踏まえ，自ら設定した目標を達成す
るために適した管理作業を選択し，実施する時期を決定することができる。（工夫・創造）



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例は，中学校学習指導要領技術・家庭〔技術分野〕の内容「Ｃ生物育成に関する技術」の

(2)のアにおける「目的とする生物の育成計画を立て」る部分である。
ここでは，内容Ｃの(1)アで学習した，「生物の育成に適する条件と生物の育成環境を管理す

る方法」に関する知識等を活用して，目的とする生物の育成に必要な条件を明確にし，社会的，
環境的及び経済的側面などから，種類，資材，育成期間などを比較・検討した上で，目的とする
生物の成長に適した管理作業などを決定できる能力の育成を目指している。

【言語活動の充実の工夫】
技術・家庭科技術分野の４つの内容において，「製作・制作・育成」を行う場面で「設計・計

画」などの工夫し創造する能力を育むために，例えば，内容「Ａ材料と加工に関する技術」にお
ける「製作図」，内容「Ｄ情報に関する技術」の「フローチャート」等，各内容特有の言語活動
を充実するよう中学校学習指導要領解説技術・家庭編（以下「解説」）に示されている。

本事例では，解説の「自分の考えを整理し，実際に栽培又は飼育する前に課題を明らかにでき
るよう，計画を表にまとめ，適切に用いることについても指導する。」との記述に基づき，「栽
培計画表」の形式等を工夫している。

基本的には，目標の達成を目指し，様々な制約条件の中で最適な解決策を考え出すという思考
の流れが明確になるよう，以下の記入する欄を工夫している。なお，本時の指導及び評価には「Ｃ
欄」及び「Ｄ欄」を用いている。

Ａ欄： 最適解を考えるためには目標を明確にする必要がある。そのために「祖母に食べてほ
しい」，「柔らかく食べやすくする」など，目標をより具体的に整理させる。

Ｂ欄： 最適解とは，経済性や環境負荷のみならず，自らがどれだけ作業に関われるかといっ
た様々な制約条件の中で考え出すべきものである。そのためここには，絶対に変えるこ
とのできない，「べんり菜」の育成条件や実際に栽培する場所などを明記させる。

Ｃ欄： 明確となった目標と制約条件に基づき，自らの最適解を整理させる。
Ｄ欄： Ｃ欄に記載した解決策に基づき，具体的な管理作業とその時期を「べんり菜」の成長

に応じて記入させる。
その際，どのような根拠に基づき作業と時期を決定したのか，自らの考えを文章で記

入させている。これにより，自らの考えを整理し実際に栽培に入る前に問題点などを確
認できる。また，グループ内で話し合う際に，この欄を利用することで，自らの考えを
明確に説明できるようになり，他者との活発な意見交換が期待される。

Ｅ欄： 「育成する生物の観察を通して成長の変化をとらえ，適切に対応を工夫する能力」を
育むために，計画にない作業等をその根拠も含めて追加記入させる。

Ｆ欄： ここは栽培終了後に記入する欄である。技術と社会や環境との関わりを理解し，技術
を評価し活用する能力と態度の育成へとつなげるために，自らの考えがどのように変わ
っ て き た か
に つ い て 記
入させる。

このような栽培計
画表を用いることで，
目標を達成するため
にどのように栽培を
行うかといった複雑
な思考等の道筋を簡
潔に表現することが
できるようになった。
そして，簡潔な表現
は，他の人の思考過
程を理解したり，自
分の思考等の道筋を
確認・修正したりす
ることも助けている。

さらに，教師の立
場として，生徒が目
標を達成するために，
様々な制約条件の中
で，どのように考え
を深めていったのか，
その過程が評価しや
すくなるという効果
も生まれるのである。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：⑤，⑥ （※分類番号はP5表参照）
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